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　本書の著者ほどごきげんで幸

福な研究者はいるだろうか．

　世界の医学会で最も信頼され

ている『The New England Jour-

nal of Medicine』に論文を発表

し，角膜のスペシャリストとし

て，また臨床医としても活躍し

ている坪田一男先生に，研究の

支援をしたい，共同研究を進め

たいという研究者や企業が跡を

絶たない．

　著者はこれまでテレビなどの

メディアにも多数登場しドライ

アイについて解説したり，目の

大切さを訴えたりしてきた．普

通このようなことをすると“色

物”扱いされるのだが，著者は

それどころか着実に学会の重要

な地位を得ている．というより

も，もはや日本の代表的な眼科

医の一人として認識されている

ことを，私は海外の多くの学会

で確かめている．

　そしてなによりも素晴らしい

のは，さまざまなことを飄々と

やってのけ，常に軽快なフット

ワークと笑顔を忘れないという

ことだ．まるで隣の町に行くよ

うにヨーロッパやアメリカなど

の世界中の学会に参加し，研究

者に会いに行くのだ．医学界特

有のくさみも，暗さも，屈折も

著者には微塵もない．面白そう

で社会の役に立つことがあれば

必ず顔を出す．アンチエイジン

グ医学を手掛けているのもその

一つだろう．

　本書はこうした著者の研究生

活を知るのに，またとない一冊

である．

　どのような分野の研究者であ

れ，誰にでも成功するチャンス

があるというのは嘘でも幻想で

もない．しかしながら，自分が

どういう研究生活を望むかとい

う具体的な戦術と戦略のない人

間には，最初からチャンスがな

いということが本書から読み取

れる．自分が何をしたいのか，

どのようになりたいのかがわ

かっているから，その目標に向

かって具体的な努力が可能にな

るということが著者からのメッ

セージだろう．他者によって使

い果たされることと自分で自分

を使い果たすことの境界を見極

めながら，自身のやりたいこと，

できること，社会が求めている

ことをする．この三つが著者の

行動原理になっていると思う．

　自分自身が学生だった頃を思

い出すと，恐縮ながら講義から

何か感銘を得たという記憶もな

く，その後の研究生活からも自

分が何者でもないということに

遅ればせながら思い至り，漠然

とした不安を持て余していた

頃，数少ない出会いというもの

があったように思う．私の場合，

その一人が本書の著者であり，

著者との 20 年余の共同研究を

介して，その後の研究生活を続

けてこられたということになる．

　とはいえ，研究を続けていく

ということは多難の連続であ

る．行った実験が必ずしもすべ

て結果に結びつくことはありえ

ない．誰もがその過程で多くの

試練を与えられ，深く悩むこと

がある．試練を避けて通り過ぎ

ることもできるが，何度か困難

を経験すると，その後は次から

次へと限りなく魅力的な顔を見

せ始める．それが研究のような

気がする．

　研究とは，必ず出会う挫折や

試練とどう対峙し，そのつどど

う再起するかの連続であり，そ

れはまさに人生そのもののよう

だ．報われない努力，運不運…．

人生には常に理不尽がつきまと

う．サッカー・ワールドカップ

の日本代表の座一つとっても明

白である．

　順風満帆な研究生活など本書

の著者にもありえなかったはず

である．研究者にとって誰にで

も等しく起こりうる不条理や理

不尽とどう対峙し，どう再起す

べきか．本書はそれを考えるう

えでの一助となるだろう．

斎藤一郎
（鶴見大学歯学部教授）
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